
平成２９年度東京都「学校支援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ推進協議会事業」活動実践事例 

 

品川区 

学 校 名 品川区立鮫浜小学校、浜川小学校、浜川中学校 

コーディネーター数 ３人 

ボ ラ ン テ ィ ア 数 １１３人（３校合同で登録） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 活動の概要 

鮫浜小学校、浜川小学校、浜川中学校の３校の学校支援地域本部は、連携・協働して学校支援活動を

展開しており、学校支援ボランティアを共同で組織している。 

①体験学習：ゲストティーチャーの手配や当日の授業補助 

②キャリア教育：職場訪問・職場体験先の新規開拓、受入時の連絡・調整 

③学習支援：家庭科の授業や理科の実験などの授業補助、課外授業の受入先の調整や付添い 

品川地域未来塾（サタデースクール、放課後学習会等）の講師確保、運営、連絡・調整 

④環境整備：花壇などの土壌作り・手入れや、学校掲示の整理、図書館の環境美化 

⑤部活動支援：指導員の人材発掘、近隣の企業や大学等への協力依頼 

⑥地域との連携：中学生の地域デビュー（模擬店、成果発表等）の場である「浜川まつり」の支援 

地域の方々や地元企業とともに、「しながわ花海道プロジェクト」に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ コーディネーターの役割 

教職員との打合せを踏まえた活動プログラムの企画や、学校と学校支援ボランティア・ゲストティー

チャー等との連絡・調整を担当している。また、学校支援ボランティア等の募集、登録等を行っている。 

 

□ 活動上の工夫や配慮等 

教育委員会非常勤職員である学校地域コーディネーターが、教職員との連携を密にしながら学校支援

活動の連絡・調整を実施している。学校支援ボランティアを３校合同で組織し、説明会では、活動内容

に加えて各学校の課題等を説明し、子供たちを地域全体で育成する意識を共有している。 

 

□ 活動の成果や感想 （実践を通した児童・生徒、地域の活動者、学校等の声や反応など） 

 学校地域コーディネーターの調整により、効果的な教育活動が様々に行われており、学校支援地域本

部の活動が教職員や地域住民に浸透してきた。また、保護者からも、好意的な評価を受けている。一方、

学校支援ボランティアの充実が引き続きの課題であり、活動内容のより一層の周知に努めていきたい。 

剣道の授業(鮫浜小) 花海道たねまき(鮫浜小) 

調理の授業(浜川小) 町たんけん (浜川小) 浜川まつり(浜川中) 

龍馬のフィールドワーク(浜川中) 

 

http://www.syougai.metro.tokyo.jp/sesaku/shien.html

